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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 19日 (2006.9.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 補 強 繊 維 と 摩 擦 調 整 材 と 充 填 材 を バ イ ン ダ レ ジ ン で 結 合 し て な り 、 鉄 系 の デ ィ ス ク ロ ー
タ に 対 し て 使 用 さ れ る ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 で あ っ て 、 粒 径 ０ ． ５ μ ｍ 以 下 の を １
～ ３ ０ 体 積 ％ 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 に お い て 、 前 記 の 粒 径 が ０ ． １ ～ ０ ． ４
μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 に お い て 、 前 記 の 体 積 ％ が ２ ．
５ ～ ２ ０ 体 積 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 名 称 】 ブ レ ー キ 用 摩 擦 材
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 デ ィ ス ク ブ レ ー キ の ブ レ ー キ パ ッ ド 等 に お い て 用 い る ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 に 関
し 、 特 に 、 鉄 系 （ 鋳 鉄 や ス テ ン レ ス 鋼 等 ） の デ ィ ス ク ロ ー タ に 対 し て 使 用 さ れ る ブ レ ー キ
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用 摩 擦 材 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 の 一 つ と し て 、 補 強 繊 維 と 摩 擦 調 整 材 と 充 填 材 を バ イ ン ダ レ
ジ ン で 結 合 し て な る も の が あ り 、 例 え ば 下 記 の 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ８ ５ ７ ８ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 し た 特 許 文 献 １ に は 、 粒 径 １ ～ １ ０ ０ μ ｍ の を １ ～ ５ ０ 体 積 ％ 含 ん で い
る ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 で は 、 上 記 し た 特 許 文 献 １
に 記 載 さ れ て い る 効 果 は 期 待 で き る も の の 、 が 研 削 材 と し て の 効 果 を 必 要 以 上
に 発 揮 し て 、 デ ィ ス ク ロ ー タ の 回 転 振 れ 等 に よ る 不 均 一 摩 耗 （ こ れ は 、 Ｄ ｉ ｓ ｋ 　 Ｔ ｈ ｉ
ｃ ｋ ｎ ｅ ｓ ｓ 　 Ｖ ａ ｒ ｉ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ で あ り 、 略 称 が Ｄ Ｔ Ｖ で あ る ） を 必 要 以 上 に 大 き く し
て い て 、 こ れ が ブ レ ー キ 振 動 の 原 因 の 一 つ と な る お そ れ の あ る こ と を 発 明 者 等 は 確 認 し た
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 し た 不 均 一 摩 耗 （ 以 下 、 単 に Ｄ Ｔ Ｖ と い う ） は 、 図 １ に 概 略 的 に 示 し た よ う に 、 非
制 動 状 態 で の 走 行 時 に デ ィ ス ク ロ ー タ １ １ の 回 転 振 れ （ 図 １ で は 振 れ 角 θ と 振 れ 量 Ｓ が 誇
張 し て 示 し て あ る ） に 伴 っ て 、 制 動 時 に 比 較 し て 非 常 に 軽 い 面 圧 で イ ン ナ ー パ ッ ド １ ２ の
ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 １ ２ ａ と ア ウ タ ー パ ッ ド １ ３ の ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 １ ３ ａ が デ ィ ス ク ロ ー
タ １ １ の 各 摩 擦 面 １ １ ａ ， １ １ ｂ に 軽 く 接 触 し 、 そ の 接 触 部 分 が 各 パ ッ ド １ ２ ， １ ３ の ブ
レ ー キ 用 摩 擦 材 １ ２ ａ ， １ ３ ａ に よ っ て 図 ２ ～ 図 ４ の Ｇ １ ， Ｇ ２ に 示 し た よ う に 削 ら れ る
こ と に よ っ て 生 じ て 成 長 す る も の で あ る 。 ま た 、 こ の Ｄ Ｔ Ｖ は 、 一 般 に 、 図 ２ に 示 し た デ
ィ ス ク ロ ー タ １ １ の 最 大 厚 み Ｔ ｏ と 最 小 厚 み Ｔ １ な い し Ｔ ２ と の 差 で 表 わ さ れ る も の で あ
る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 し た 知 見 に 基 づ い て な さ れ た も の で あ り 、 鉄 系 の デ ィ ス ク ロ ー タ と の 軽
い 接 触 で は デ ィ ス ク ロ ー タ を 殆 ど 削 ら ず 、 制 動 時 の 摩 擦 係 数 （ μ ） は 必 要 十 分 に 大 き く 、
高 温 履 歴 を 受 け た 場 合 に も 摩 擦 係 数 （ μ ） が 殆 ど 変 化 し な く て 制 動 効 果 を 持 続 す る ブ レ ー
キ 用 摩 擦 材 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 か か る 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 で は 、 補 強 繊 維 と 摩 擦 調 整 材 と 充 填 材 を バ イ ン ダ レ
ジ ン で 結 合 し て な り 、 鉄 系 の デ ィ ス ク ロ ー タ に 対 し て 使 用 さ れ る ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 に お い
て 、 粒 径 ０ ． ５ μ ｍ 以 下 の を １ ～ ３ ０ 体 積 ％ 含 ま せ
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 は 、 そ の 素 材 中 に 粒 径 ０ ． ５ μ ｍ 以 下 の 極 微 細 な を １
～ ３ ０ 体 積 ％ 含 ま せ た も の で あ り 、 当 該 ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 の 成 型 性 悪 化 を 抑 え た 状 態 （ ブ
レ ー キ 用 摩 擦 材 に 含 ま せ る の 体 積 ％ が ３ ０ 体 積 ％ を 越 え る と 成 型 性 が 悪 化 す る
） で 、 非 制 動 状 態 （ 低 面 圧 ） で の デ ィ ス ク ロ ー タ と の 接 触 時 に 、 当 該 ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 に
含 ま せ た と 相 手 材 で あ る デ ィ ス ロ ー タ の 鉄 と を 反 応 さ せ て 、 デ ィ ス ク ロ ー タ の
摩 擦 面 に 酸 化 鉄 の 保 護 被 膜 を 生 じ さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の た め 、 ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 中 の 研 削 成 分 に よ る デ ィ ス ク ロ ー タ の 研 削 作 用 を 抑 制 す る
こ と が 可 能 で あ り 、 当 該 ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 の 摩 擦 係 数 （ μ ） を 低 下 さ せ ず に 、 デ ィ ス ク ロ
ー タ に お け る Ｄ Ｔ Ｖ の 成 長 量 を 小 さ く 抑 え る こ と が 可 能 で あ る 。 上 記 し た 酸 化 鉄 の 保 護 被
膜 は 、 厚 み が １ μ ｍ 程 度 の も の で あ り 、 黒 色 を 呈 し て い て 目 視 に て 確 認 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 し た 本 発 明 の 実 施 に 際 し て 、 当 該 ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 に 含 ま せ る の 粒 径 は
０ ． １ ～ ０ ． ４ μ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 に は 、 粒 径 が ０ ． １ μ ｍ 未 満 の

（ こ れ は 高 コ ス ト で あ る ば か り か 、 取 り 扱 い 性 や 原 料 の 安 定 性 等 に 難 点 が あ る ） を
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用 い ず に 当 該 ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 を 製 作 す る こ と が 可 能 で あ り 、 当 該 ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 を 容
易 、 安 価 に 製 作 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 当 該 ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 に 含 ま せ た

は ０ ． ４ μ ｍ 以 下 で あ り 、 同 に よ る デ ィ ス ク ロ ー タ の 研 削 作 用 を 小 さ く し 得
て 、 デ ィ ス ク ロ ー タ に お け る Ｄ Ｔ Ｖ の 成 長 量 を 小 さ く 抑 え る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 上 記 し た 本 発 明 の 実 施 に 際 し て 、 当 該 ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 に 含 ま せ る の
体 積 ％ は ２ ． ５ ～ ２ ０ 体 積 ％ で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 に は 、 当 該 ブ レ ー キ 用 摩 擦
材 の 成 型 性 を 良 好 に 維 持 し た 上 で 、 デ ィ ス ク ロ ー タ に お け る Ｄ Ｔ Ｖ の 成 長 量 を 小 さ く 抑 え
る こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 し た 本 発 明 の 作 用 効 果 を 確 認 す る た め 、 発 明 者 等 は 下 記 の 表 示 し た 各 比 較 例 １
～ １ の ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 と 、 各 実 施 例 １ ～ １ ６ の ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 を 作 成 し 、 各 評 価 Ａ
， Ｂ ， Ｃ に 基 づ い て 総 合 評 価 Ｄ を 得 た 。 下 記 の 表 １ は 、 ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 に 含 ま せ る 酸 化
鉄 を と し た も の で 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 表 示 し た 比 較 例 １ の ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 無 機 繊 維 、 有 機 繊 維 、 金 属 繊 維 の 中
か ら １ 種 以 上 の 補 強 繊 維 と 、 硫 酸 バ リ ウ ム 等 の 摩 擦 調 整 材 と 、 カ シ ュ ー ダ ス ト 等 の 充 填 材
を 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 等 の 熱 硬 化 性 バ イ ン ダ レ ジ ン で 結 合 し て い る 非 石 綿 摩 擦 材 の 一 例 で あ
り 、 そ の 原 料 、 成 分 、 体 積 ％ は 下 記 に 示 し た と お り で あ っ て 、 硫 酸 バ リ ウ ム と 酸 化 鉄

の 体 積 ％ に お い て ｘ を ゼ ロ と し た も の （ す な わ ち 、 摩 擦 係 数 を 高 い 値 に 設
定 し た ベ ー ス 材 の 一 例 ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 上 記 表 示 し た 各 実 施 例 １ ～ １ ６ の ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 は 、 ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 に
含 ま せ る の 粒 径 を ０ ． １ μ ｍ 、 ０ ． ２ μ ｍ 、 ０ ． ４ μ ｍ 、 ０ ． ５ μ ｍ の ４ 種 類
と し 、 か つ 同 の 添 加 量 （ 体 積 ％ ） を １ 体 積 ％ 、 ２ ． ５ 体 積 ％ 、 ２ ０ 体 積 ％ 、 ３
０ 体 積 ％ の ４ 種 類 と し た も の で あ り 、 添 加 さ れ る お よ び 同 に 置 換 さ
れ た 硫 酸 バ リ ウ ム 以 外 の 成 分 、 体 積 ％ は 上 記 に 示 し た ベ ー ス 材 の 成 分 、 体 積 ％ と 同 じ
で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 上 記 表 示 し た 各 比 較 例 ２ ～ ５ は 、 ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 に 含 ま せ る の
粒 径 を ０ ． １ μ ｍ 、 ０ ． ２ μ ｍ 、 ０ ． ４ μ ｍ 、 ０ ． ５ μ ｍ の ４ 種 類 と し 、 か つ 同

の 添 加 量 （ 体 積 ％ ） を ３ ５ 体 積 ％ と し た も の で あ り 、 添 加 さ れ る お よ び 同
に 置 換 さ れ た 硫 酸 バ リ ウ ム 以 外 の 成 分 、 体 積 ％ は 上 記 に 示 し た ベ ー ス 材 の 成

分 、 体 積 ％ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 上 記 表 示 し た 各 比 較 例 ６ ～ １ ５ は 、 ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 に 含 ま せ る
の 粒 径 を ０ ． ７ μ ｍ 、 １ ． ０ μ ｍ の ２ 種 類 と し 、 か つ 同 の 添 加 量 （ 体 積 ％ ） を
１ 体 積 ％ 、 ２ ． ５ 体 積 ％ 、 ２ ０ 体 積 ％ 、 ３ ０ 体 積 ％ 、 ３ ５ 体 積 ％ の ５ 種 類 と し た も の で あ
り 、 添 加 さ れ る お よ び 同 に 置 換 さ れ た 硫 酸 バ リ ウ ム 以 外 の 成 分 、 体
積 ％ は 上 記 に 示 し た ベ ー ス 材 の 成 分 、 体 積 ％ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 上 記 し た 表 各 比 較 例 １ ～ １ ５ お よ び 各 実 施 例 １ ～ １ ６ の ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 は
、 原 料 を ア イ リ ッ ヒ ミ キ サ で 均 一 に 混 合 し 、 こ れ を １ ６ ０ ℃ に 加 熱 し た 金 型 中 に １ ５ ０ ｇ
投 入 し て 圧 力 ２ ０ ０ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ 2  で １ ０ 分 間 加 圧 す る こ と に よ り 裏 板 へ の 接 着 と 成 形 を 行
い 、 さ ら に 、 こ う し て 得 ら れ た 成 形 体 を ２ ３ ０ ℃ で ３ 時 間 加 熱 し て バ イ ン ダ レ ジ ン を 硬 化
さ せ 、 完 成 品 （ デ ィ ス ク ブ レ ー キ 用 の ブ レ ー キ パ ッ ド ） と し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 し た 表 お い て 、 評 価 Ａ は 、 台 上 試 験 機 を 用 い て 、 初 期 の デ ィ ス ク ロ ー タ の 振 れ
量 Ｓ （ 図 ２ 参 照 ） を １ ０ ０ μ ｍ に 設 定 し 、 摺 り 合 わ せ を ５ ０ 回 （ ６ ５ → ０ km/h、 減 速 度 ３
． ５ m/s 2 、 制 動 前 パ ッ ド 温 度 ９ ０ ℃ ） を 行 い 、 さ ら に 、 時 速 １ ０ ０ km/hで １ 時 間 空 転 さ せ
、 １ ０ ０ → ６ ０ km/hの 制 動 を １ ０ 回 連 続 で 行 い 、 こ れ を １ サ イ ク ル と し て 、 合 計 ３ ０ サ イ
ク ル 実 施 し 、 初 期 の Ｄ Ｔ Ｖ と 比 較 し 、 そ の 差 分 を 試 験 後 Ｄ Ｔ Ｖ 成 長 量 （ μ ｍ ） と し た も の
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 評 価 Ｂ は 、 Ｊ Ａ Ｓ Ｏ － Ｃ ４ ０ ６ － ８ ２ に 基 づ き 、 台 上 試 験 を 実 施 し 、 フ ェ ー ド 前
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後 の 摩 擦 係 数 の 平 均 値 を 算 出 し た も の で あ る 。 ま た 、 評 価 Ｃ は 、 ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 の 成 型
性 を ４ 段 階 評 価 し た も の で あ り 、 ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 の 亀 裂 を 目 視 レ ベ ル で 判 断 し た も の で
あ る 。 ま た 、 総 合 評 価 Ｄ は 、 比 較 例 １ に 対 し て Ｄ Ｔ Ｖ の 低 減 が 認 め ら れ 、 か つ 摩 擦 係 数 が
比 較 例 １ よ り も 低 下 せ ず 、 か つ ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 が 成 型 で き る 範 囲 か ら 判 断 し た も の で あ
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 し た 実 施 例 １ ～ １ ６ で は 、 無 機 繊 維 、 有 機 繊 維 、 金 属 繊 維 の 中 か ら １ 種 以 上 の 補 強
繊 維 と 、 硫 酸 バ リ ウ ム 等 の 摩 擦 調 整 材 と 、 カ シ ュ ー ダ ス ト 等 の 充 填 材 を 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂
等 の 熱 硬 化 性 バ イ ン ダ レ ジ ン で 結 合 し て い る 非 石 綿 摩 擦 材 の 一 例 （ ベ ー ス 材 ） と し て 、 そ
の 原 料 、 成 分 、 体 積 ％ が に 示 し た と お り の も の を 採 用 し て 、 本 発 明 を 実 施 し た が 、 本
発 明 は 、 非 石 綿 摩 擦 材 の 原 料 、 成 分 、 体 積 ％ が 以 外 の も の に も 同 様 に ま た は 適 宜 変 更
し て 実 施 す る こ と が 可 能 で あ り 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 Ｄ Ｔ Ｖ の 発 生 メ カ ニ ズ ム を 概 略 的 に 示 す デ ィ ス ク ブ レ ー キ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｄ Ｔ Ｖ が 発 生 し た デ ィ ス ク ロ ー タ 単 体 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 し た デ ィ ス ク ロ ー タ の イ ン ナ ー 側 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ に 示 し た デ ィ ス ク ロ ー タ の ア ウ タ ー 側 の 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
１ １ … デ ィ ス ク ロ ー タ 、 １ １ ａ ， １ １ ｂ … 摩 擦 面 、 １ ２ … ア ウ タ ー パ ッ ド 、 １ ３ … イ ン ナ
ー パ ッ ド 、 １ ２ ａ ， １ ３ ａ … ブ レ ー キ 用 摩 擦 材 、 θ … 回 転 振 れ 角 、 Ｓ … 回 転 振 れ 量
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

(7) JP 2005-273770 A5 2006.11.2



【 図 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(8) JP 2005-273770 A5 2006.11.2


	header
	written-amendment

